





て生まれていると人々 は信じられて 。アリハにはイニ エーションが
が、それは先天的傾向の確認と、そういう人としてのその人の地位の社会的認知の二つの意味を持つ。
　アリハのイニシエーションは、普通の男女のイニシエーションと関連させて理















旅行者や開拓者や宣教師などによる断片 な観察や伝聞は れまでそれなりに残っているものの、訓練を受けた人類学者が自ら調査して資料を集めたことがなかった。これ 対してモハーベについては、その時点で可能な限りの調査をして、具体的な詳細に至るまで報告があることが、やはり研究史上それを特別な地位においている 思 。資料としては、 主としてデヴルーのものによる （
D











































evereux, 1937 ） 。しかし今回は紙幅の制
限で詳細は省き、彼ら本来の身体的な性とは反対の性の行動を可能な限り演じようとする傾向があることだけをここで 強調しておく。
　求婚の場合には、アリハは普通の女と同じ扱いを受けることはないよ


















evereux, 1937:501 ） 。つまりアリハの夢を見る。母親もお腹にいる子
の性別の夢を見る。男や女 そ ぞれ特徴的な道具や品物、例えば男なら矢など、女ならビーズなどの夢を見 と、それが子の性別を示すものとされる である。
4跡見学園女子大学文学部紀要　第 42 号　2009 　生まれて暫くは子供に特に変わったことはなく、将来のあり方を窺わ
せるようなものはない。しかし、特異な傾向性は性的な成熟が始まる前には明瞭になっている。具体的な記述はデヴルーに ないが、遊び める頃 女の子と遊ぶことを好んだり、男の子のおもちゃを喜ばなかったりすることがあるのであろう つまり後に示す起源神話で述べられているような特徴が出 のであろう。後の生活に関連 る重要な特徴は、反対の性の仕事に興味を持つことであ 男の子は家事など 女の仕事に関心を持つ。男の仕事 好まないの 、大きくなってから 戦闘に参加したりはしない ただし女の子 場合は、大きくなって男と同じような行動を取っても、 部族指導者になることと戦闘に参加することはない。
　アリハは幼いとき（思春期以前）にのみ、アリハとして承認されるイ
ニシエーション儀礼を受けることができる。デヴルー インフォーマントの一人が、成人の男でも肛門性交 受け身の役割をしている が分かった場合は儀礼を受けさせられると言っ が、 主張は他ォーマン たちに一致して否定されたと う（
D
evereux, 1937 ） 。これら
は後に通過儀礼に関連して改めて議論するが アリハ 本質に関わ 大変重要な点である。なお、子供 産んだ後フワメにな 女性がいるともいわれているが、逆にフワメになった後に子供を産んだ例は いとされている。
　これに関係して、アリハは元に戻ることができるか、つまりアリハで
はない普通の男に戻ることが き かは重要な問題になりうる。以下の儀礼の分析でも考察するが、儀礼を受け アリハ（やフワメ）をやめ




も、実際に受けた事例は報告 ない であるが デヴルーの事例研究フワメは、フワメとして女をつなぎ止めておくことができなく ってからは、あたかも自分で死を招 てい かのような破滅的な（シャ マンに特有な）行動を取って、その結果男たちに殺されてい （
op. cit. ） 。ア








































kroeber, 1972:17- 20 ）ので、それに基づいて簡潔
に要約したロスコーの紹介（
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kroeber, 1972:20 ） 。それに基づいた短縮版
が
H
andbook of Indians of C
alifornia （
K
roeber, 1925:748- 49 ）に収めら






































evereax, 1937:506- 508 ） 。
　説明２
「儀式は、平らな土地で行われる。地面の両側に見物人があらかじめ集まる。片側にはスカートを持った女が、他方には歌い手のつい 少年がいる。歌い手が歌い、少年は踊る。儀式のこの部分が終わると、歌い手は少年に女の着物のあらゆる部分を説明する。 （女の）着物の作り方をどの女も知って るわけではないので、歌い手はイニシエーションを受ける少年の着物を作 ために腕の い女 あらかじめ選んでおく。アリハはそれから川 連れて行かれ 沐浴する。彼は古い名前を持ち続ける。彼 リニージであれ女性がもつ氏族名前を付けられることはない。フワメに対してこういう儀式をするかは分からな 。 」
　説明３

















roeber, 1925:761 ） 。しかしあまりに簡単すぎてここで引用しても
理解できないと思われる。ロスコーがわか やすく要約して紹介している（
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oscoe, 1998:142 ） 。そのとき性的な交流も行われる。
４　家族や地域社会の態度
　このようなアリハやフワメに対する態度は、いわばアンビバレントな
ものである。家族は、先ず少年や少女の、反対の性に対する傾性を抑制しようとするようだ。ただし、厳しい罰を与えたりなどはしない。例えば女の子がレズビアン的性行動を取ったとしても 半ばあきらめ気分でそれを抑制してフワメになるのを止めようとはす が そう見込み ある試みとは思われ いない（
D
evereux, 1961:266 ） 。それは男の子の場合







のようなことができるかは夢が決定的なのである。もちろん私はこんな夢を見たから、 いって勝手な主張ができるわけではない。様々な神話で語られたエピソードに照ら て、神話をよく知るものたちが是認を与えることで、社会的 意味を持つのであ 。神話が範型になって、現実が作られてゆくということができる。そのような夢によっ 特別な力を得たと思わ るものには社会は介入しないらしい。また若者の非行 どでも、性的な活動や破壊的な行動 どは、盗みなど事物に関する非行とは区別されているよう 、将来 シャーマン 予期させる（つまり、いずれ彼がシャーマンの力を得る る）もの 考え れ あ り強く咎められない。むしろ社会的に見守られ という。これと同じ態度ベルダーシュを予想 せるような行動に対しても取 れる。
　このような態度は儀礼を経てアリハになった後も維持される。先に述
べたような奇妙な行動 とるアリハに対して、決して（面 向かって）揶揄し り侮辱したりはしない。本人もど みようも い なのだからと考えるのである。しかし、次に述べるようにアリハ 対する潜在的な恐れがそれを抑制 ている面もあ と思われ 。その代わり、ア
10
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リハと共に暮らす「夫」あるいはパートナーにはかなり執拗な嘲りが向けられる。これはフワメの「妻」に対しても同様で、こちらの方が一段と辛辣であ ようだ。その内容は性的な当てこすりがどちらの場合も多いが、フワメの場合、興味本位のからかいと言うより、むしろ他に相手がいないわけでもないのになにゆえ選りに選ってフワメなどと、というような、フワメのパートナーと る女性へ 感情 （ねたみも混じった）非難のニュアンスが含まれているもの ようだ。フワメにして アリハにしても配偶者としてまともな存在とは考えられていな のである。周囲のこの態度のために、ただでさえ不安定なモハーベの結婚のなかでも、ベルダーシュと 関係は壊れやす
　しかし、ベルダーシュは、強い力を持つシャーマンでもあるので、そ
の力は恐れられている。デヴルーはベルダーシュは例外的 強力なシャーマンで殊にフワメがそうであると書 て る（
D
evereux, 1937:516 ） 。













アリハの社会的地位の理解が十分にできるわけではない。普通 男子の通過儀礼はどのようなも か、アリハの儀礼とどのよう 関係があ のか、さらには女子 成人儀礼（成女儀礼）との関わりはど かなどは、どうしても観察すべき事項である。
　先ず、成女儀礼に簡単に触れる。男子儀礼は女子のそれをモデルにし









宅での四日間 安静（忌みというほど禁忌のあるも では い）後に、六〇マイルほどの遠距離走を行うこ がそ 内容として人々に認識されている。以後「鼻棒（
nose stick ） 」やその他の飾りを鼻中隔に通して生













比されることで、大人の男性であることを明瞭に示す意味 性的 ニュアンスを帯びてく である。この「矛盾」 デヴルー 精神分析解釈で解決しようとす 。それは見かけ 「非
―
性的」な内容が性的な
意味を帯びていることを明らか す 作業 。それを私 再構成して要約すると、次のような論理とな （
D
evereux, 1949 ） 。
　先ず一般的に、イニシエーションには少年の「去勢」という性的な要










なわち去勢しているこ になる。しかし モハーベの信念では、鼻 穿孔はモハーベの生活で大切な、走 こと スタミナを増強するものであると観念されている。デヴルーの論理構成 は後に分かるように、これは性的な力の強化儀礼と も理解すべきものになる。
　同じく鼻に穴を開けることは、血を流す「ワギナ化（
Vaginalization, 頭
文字は原文のまま） 」であって、鼻の「女性シンボリズム」が明らかになる。少年たち 穴を開けられる痛みで泣くこと 許されていないことは重要であるとデヴルーはいう。少女が破瓜時あるい 出産時に痛みで泣いたりしてはいけないのと同様の意味がある する。つまり こ シンボリズムで、血に関係する女子成熟儀礼との関連づけを彼は精神分析的に構築する。
　このように、穿孔の対象となる鼻という器官は、極めて性的な意味を
帯びているが、儀礼のもう一つの要素である走る行為および走者 スタミナへの関心は、儀礼の性的な意味をさらに確証してくれるとデヴルーはいう。モハーベの この儀礼の制定神話 も うべき神話 中 鳥に関するエピソードでは、長く飛ぶ めのスタミナを得るために鳥 嘴に
穴を開けたとされる。また、性的能力を失うことを恐れている老人の調査時の夢などから、走 ことは飛ぶことを媒介にして性交と象徴的に関連づけられるとデヴルーはいう。性的能力 走ることとの関連は、モハーベの無意識 中ではっきり確立したものであるように見える。この結びつきを前提とするなら、この鼻中隔穿孔の儀礼は偽装された男子成人儀礼であるという解釈が実証されると彼は考える。つまりこの儀礼を経ることで、走 スタミナに表現されるような男の性的能力が増強 るのであり、極めて性的な儀礼とな 。
　以上がデヴルーの説だが、仮に彼のいうようにこの儀礼が男子成人儀
礼であるとしても そのこと自体がアリハの地位について直接何かを明らかにしているわけではない。つまり、 はこの鼻中隔穿孔 儀礼を受けないことが明らかにならなければ らない。しかし、それについての情報は、デヴルーにもデヴルー 記述から かがえ 他 研究者の記述にもはっきりとはうかがえない。
　アリハの地位について、ロスコーは次のように言っている。 「この儀礼













女のイニシエーションの資料を参照していない。これを私なりにこれまでの論述に従って説明すれば次のようになる。男性的な生き方、つまり戦闘などに参加する気持ちが自覚されてくるような時期が、思春期よ少し前頃から始まるのであろう。そ 様子 見て大人は少年たちに鼻中隔穿孔の儀礼を受けるように促すのであろう。そし またその頃、アリハになるべき少年もその女性的な指向性の特徴を鮮明にするか、幼 ときからそういう傾向があった子 つい 、人々が臨界的な時期と感じるかするのであろう。そして少年はいずれかの儀礼を受けること な 。片方は成人 男性になり、他方は「成人のアリハ」になる。こ で完全に進路が分かれ、異なるカテゴリーの存在になる。ロスコーは多元 ジェンダー観に基づいて、アリハもフワメ 男 と同じ独立のジェ ダーであると主張したいようである（
cf. R
oscoe, 1998, C
hap. 7 ） 。しかし、少





多くの人にわざわざ触れを出すのは、少年 親族が人々に儀礼を見てもらいたいことと、少年が女の服を着てい の 慣れてもら た からであるとデヴルーは述べた上で、 「かような『慣れる』 めの宴会は、人が片目を失った場合にも開かれる」とわざわざ本文の括弧 中で注を付け
ている（
D
evereux, 1937:508 ） 。アリハの場合は、片目を失った場合と異
なり宴会はないが、何か関連があるように感じる。別の箇所で彼は次のように述べている（
D
evereux, 1961 ） 。




いし、そ そも「死んだも同然」の状態になぞらえられたりはしない。片目の時にだけなにゆえ「死んだも同然」と考えら よう 災難なのかは問題であるとデヴルー したうえで、次のように彼なりの考えを述べている。 「唯一の手がかりは、片目を失うこ はその人 まだ いときに殊の外痛ましいと、明白に述べられていることである。おそ くそ魅力の少なくなった姿 ために、恋人を得る努力 遂行す 際 、不利となるからであろう（
loc. cit. ） 。 」
　ここでのデヴルーの解釈のように、この範囲内の現象だけを合理的に







evereux, 1961:248 ） 。そして聾唖以外の、精神障害の
象徴として使われ 唯一の身体障害は、 （全）盲であるとクローバーが指摘してい ことを述べ いる（
op. cit.:251 ） 。おそらく、男女が互いに求
愛する普通の状況への参加が、コミュニケーションの障害により、これらの人々は困難である モハーベはみているので なかろうか。これに対して半盲に それらは可能である ハンディキャップを負っている、ということなのであろう。求愛の普通の状況へ 参加 様態で、両者は区別されている ではないかと思う。
　このように「若いときに」 「片目を失う」ことが「死んだも同然」と考





op. cit.:368- 69 ）と、インセストとして禁じられているイトコとの近親
婚が行われた場合であ 。インセストとしての結婚 つ 議論 いる節で、その婚姻儀礼 馬を殺して食べたりすることに関して、あたかも精神分析の自由連想法のようにインフォーマントたちが関連づける儀礼が二つあり、それらは片目を失ったときの儀礼 土地の境界争いの際の行動であるとデヴルーは述べている。それら三つの社会的行為が、深層の（象徴的）意味に敏感なシャーマンたちによって強調されて
いるという（
op. cit.:366- 69 ） 。
　近親婚の場合は婿が自発的に馬を提供して、人々がそれを食べること
に彼は同意する。近親婚は一種の部分的・社会的死であると観念されている。また「死んだも同然」の状態については、近親婚のカップルの婚姻儀礼と片目の喪失の儀礼とが明瞭にモハーベによって関連づけされているという（
op. cit.:369 ） 。
　このように類似の意味と形をもつ、しかし場面の異なるいくつかの儀
礼を並べると、相互の連関が浮かび上がってくる。馬 犠牲を伴う宴会はないにしても、人々にその姿を見慣れて らうため 儀礼を行うアリハの場合と、例えば半盲の場合やインセスト的な結婚の当事者 場合との象徴的な地位の類似性は感じ取 こと でき 。すなわちこれら全ての事例は、何らかの意味で普通の男女 セクシュアリティ は異なる意味を帯びている である。ある セクシュアリティに関して、普通とは異なる場に置かれている で 。
　モハーベの結婚は儀式など形式張るところがなく極めて簡単で、ただ
一緒に暮らすようになるだけ ことであると、先に紹介した。ところが、インセストとされる結婚をしたカップルは この 場合 異なり、はっきりとした「婚姻儀礼」 行うことが求められ それが馬を殺すことである。かつては婿の所有地 （土地争 で負けた時のように）放棄させられたが、現在は馬を差し出して、宴会を開くことに変わった。その意味は、二人のそれぞれの親族との絆 切る 、二人が社会的に死んだも同然なこと、殺さ る馬 死 身代わりである 観念され
モハーベのアリハ（ベルダーシュ）
15
ることなどであると（インフォーマントによって多少理解は異なるが）され 。しかし一番重要なことは、このカップルには離婚なしに生涯共に暮らすことが社会から求められることである。普通の男女は性的 ほとんど自由な生活をしているが、 ひとたびインセスト的な結婚をすると、それが許されないのである。その意味で普通の男女 関係性から「疎外される」 も「切り離される」ともいうことができる。
　さらに関連していえば、行為としてのインセストは狂気によって生ず
るわけではないが、しかし犯した者に狂気を引き起こすことはあると考えられている（
op. cit.:87 ） 。また、インセストの結婚のカップルからは
聾唖者が生まれがちだと考えられている。先 述べたよ に聾唖はまた一種の「狂気」とみな ている（
op. cit.:366 ） 。そして、ベルダーシュ
は幾分気が狂っている （
crazy ） とみなされているのである （
op. cit.:503 ） 。
　片目を失った人も、おそらく普通の男女の求愛関係からは疎外されて








部族のいくつかで われている信念す わち ハ 早死にす う
信念は、モハーベは共有しないといっている（
D
evereux, 1937:156 ） 。し
かし、シャーマンとしての特殊 性質の一つとして若死にをあげることは一般的にあり得る。それにモハーベのシャーマンも長生きしたがらないのである。同系の近隣部族に 、このアリハは若死にするという信念があることを思えば、何らかの事情でデヴルー インフォーマントたちには共有されていなかったと見 方が適切である。つまりいう話 、 意味アリハは「死んだも同然」であるといっている点で、他の二つと同質の情報 考えることができる。以上 よう 比較 脈絡に置けば、これら三者を象徴的に同質のものと認識することができる。
６　まとめ
　これまでの議論で提示した論点を整理すると、アリハについては、そ















































































る成功は、 それ が戦闘や恋愛や賭博においてであろう 、 あ はシャーマンとしてであろうと、全て適切な夢見に依存していると信じられている（Stew
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